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﹁
人
の
読
む
も
の
な
ら
横
文
字
で
も
な
ん
で

も
読
み
ま
し
ょ
う
﹂（﹃
福
翁
自
伝
﹄
長
崎
遊
学

よ
り
）
│
│
１
８
５
４（
安
政
元
）年
、
中
津
に

い
た
19
歳
の
福
澤
諭
吉
先
生
が
、
砲
術
の
原
書

を
読
む
た
め
に
、
長
崎
で
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ば

な
い
か
と
、
兄
に
問
わ
れ
た
時
の
答
え
で
す
。

当
時
の
先
生
は
、ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
見
た
こ
と

す
ら
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
生
は
、長
崎
、大
阪

で
、オ
ラ
ン
ダ
語
を
猛
勉
強
し
た
後
、
１
８
５
８

年
（
安
政
５
年
）
に
中
津
藩
の
命
で
江
戸
に
出

て
、
23
歳
で
蘭
学
塾
を
開
き
ま
す
。
こ
れ
が
慶

應
義
塾
の
は
じ
ま
り
で
す
。
そ
の
翌
年
、
先
生

に
転
機
が
訪
れ
ま
す
。
横
浜
見
物
で
、
外
国
人

と
接
し
た
際
に
オ
ラ
ン
ダ
語
が
役
に
立
た
な
か

っ
た
た
め
、
英
学
へ
の
転
換
を
決
意
し
た
の
で

す
。
そ
し
て
独
学
で
英
語
を
学
び
、25
歳
で
咸
臨

丸
に
乗
り
込
み
渡
米
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
ま
す
。

　

福
澤
先
生
の
時
代
に
お
い
て
は
、外
国
語
は
、

ま
さ
に﹁
先
進
文
化
を
学
ぶ
た
め
の﹃
受
容
の
外

国
語
﹄﹂で
し
た
。
そ
れ
か
ら
１
５
０
年
以
上
を

経
た
現
代
に
お
い
て
、
外
国
語
を
学
ぶ
意
義
と

は
何
で
し
ょ
う
か
。
境
一
三
教
授
の﹁
共
生
の
外

国
語
﹂
を
ヒ
ン
ト
に
外
国
語
学
習
に
つ
い
て
、

自
分
な
り
に
考
え
て
み
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、
慶
應
義
塾
で
は
、
23
種
の
言
語
（
上

表
）
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
の
特
集

で
は
、
そ
の
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
る
ほ
か
夏

季
講
座
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

慶
應
義
塾
の

外
国
語
教
育

英
語

ド
イ
ツ
語

フ
ラ
ン
ス
語

ロ
シ
ア
語

中
国
語

ス
ペ
イ
ン
語

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

ア
ラ
ビ
ア
語

イ
タ
リ
ア
語

朝
鮮
語

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
語

タ
イ
語

ペ
ル
シ
ア
語

ト
ル
コ
語

カ
ン
ボ
ジ
ア
語

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

ヘ
ブ
ル
語

古
代
エ
ジ
プ
ト
語

ア
ッ
カ
ド
語

マ
レ
ー
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

ギ
リ
シ
ア
語

ラ
テ
ン
語

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

慶
應
義
塾
で
学
べ
る
23
言
語

学
部
外
国
語
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー

外
国
語

学
校

言
語
文
化

研
究
所

●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●

※
学
部
に
よ
っ
て
履
修
で
き
る
言
語
は
異
な
り
ま
す
。
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開
か
れ
た
心
を
養
う
外
国
語
教
育

　

一
言
で
言
う
と
、そ
れ
は
﹁
開
か
れ
た
心
﹂

で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
・
文
化
に
関
心
を

持
ち
、
少
し
で
も
学
ぼ
う
と
い
う
気
持
ち
で

す
。
そ
し
て
実
際
に
学
び
使
う
。
意
思
疎
通

が
英
語
で
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
ら
、
片
言

の
中
国
語
を
試
し
て
み
る
、
そ
れ
で
も
だ
め

な
ら
も
う
一
つ
別
の
こ
と
ば
を
試
す
と
い
う

よ
う
に
。
そ
し
て
相
手
も
片
言
の
日
本
語
で

何
と
か
伝
え
よ
う
と
す
る
。
相
互
に
そ
う
し

た
態
度
を
涵
養
す
る
こ
と
こ
そ
、
今
日
の
外

国
語
教
育
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
と
ば
が
よ
り

良
く
で
き
る
人
は
、
そ
う
で
な
い
人
た
ち
の

﹁
仲
立
ち
﹂
を
す
る
。
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と

な
る
べ
き
人
に
は
、
こ
う
し
た
意
味
で
の
複

言
語
・
複
文
化
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

先
進
文
化
を
学
ぶ
た
め
の
﹁
受
容
の
外
国

語
﹂
か
ら
、
利
益
主
張
の
た
め
の
﹁
発
信
の

外
国
語
﹂
へ
の
転
換
が
20
年
前
だ
っ
た
と
す

る
な
ら
ば
、
今
日
必
要
な
の
は
﹁
共
生
の
外

国
語
﹂
へ
の
転
換
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

国
語
が
必
修
か
ら
外
れ
、
英
語
へ
の
一
極
集

中
が
進
ん
だ
た
め
に
、
日
本
人
の
モ
ノ
リ
ン

ガ
ル
化
が
進
ん
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
他

言
語
を
意
識
し
な
い
言
語
教
育
に
よ
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
の
中
に
日
本
語
と
英
語
が
ば
ら
ば

ら
に
育
ち
、
さ
ら
に
別
の
言
語
と
も
結
び
つ

く
こ
と
が
な
い
。
専
門
家
は
こ
れ
を
﹁
二
重

の
モ
ノ
リ
ン
ガ
ル
化
﹂
と
呼
ん
で
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
言
語
政
策
で
あ
る
、
一
人
の
中
に
複

数
の
言
語
が
相
互
に
関
係
し
あ
い
な
が
ら
育

っ
て
い
く
﹁
複
言
語
能
力
﹂
の
養
成
と
対
極

に
位
置
づ
け
ま
す
。

　

世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
と
、
異
な

る
言
語
や
文
化
を
持
っ
た
人
々
と
仕
事
や
生

活
の
上
で
交
わ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

事
実
、
近
年
日
本
で
も
外
国
人
を
隣
人
に
持

つ
こ
と
は
珍
し
く
な
く
な
り
ま
し
た
。
彼
ら

の
大
多
数
は
英
語
を
母
語
と
せ
ず
、
ま
た
多

く
は
英
語
を
話
さ
な
い
人
で
も
あ
り
ま
す
。

彼
ら
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
英
語
を

使
え
れ
ば
い
い
が
、
そ
う
で
は
な
い
と
き
に

ど
う
対
処
す
る
か
。
そ
の
能
力
が
今
日
求
め

ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

英
語
学
習
の
加
熱
と
外
国
語
能
力
の
衰
退

　

中
国
や
韓
国
で
は
英
語
学
習
熱
が
と
ど
ま

る
と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ
ん
。
日
本
も
そ
れ
に

負
け
じ
と
文
部
科
学
省
が
﹁﹃
英
語
が
使
え

る
日
本
人
﹄
の
育
成
の
た
め
の
行
動
計
画
﹂

を
は
じ
め
と
し
た
計
画
を
発
表
し
、
そ
れ
が

オ
ー
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
視

と
い
う
形
で
英
語
の
指
導
要
領
に
も
反
映
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
英

語
で
は
そ
れ
な
り
の
成
果
が
出
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
将
来
こ
の
国
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
べ
き
大
学
卒
業
生
の
総
合
的
な
外
国
語
能

力
は
、
こ
の
20
年
間
で
必
ず
し
も
向
上
し
て

い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
あ
る
意
味
で
低
下
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ

は
、
彼
ら
が
複
数
の
言
語
・
文
化
を
身
に
つ

け
る
機
会
を
失
い
、
世
界
の
多
様
性
に
対
峙

す
る
能
力
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

二
重
の
モ
ノ
リ
ン
ガ
ル
化

　

1
9
9
1
年
の
﹁
大
学
設
置
基
準
の
大
綱

化
﹂
以
降
、
多
く
の
大
学
・
学
科
で
第
二
外

「
発
信
の
外
国
語
」か
ら「
共
生
の
外
国
語
」へ

英
語
へ
の
一
極
集
中
が
生
ん
だ
日
本
人
の
モ
ノ
リ
ン
ガ
ル
化
。
意
思
疎
通
が
英
語
で
う
ま
く
い
か
な
い
場
合

は
ど
う
す
る
の
か
？
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
に
は
、「
開
か
れ
た
心
」
と
複
言
語
・
複
文
化
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。

今
、外
国
語
教
育
が
養
う
べ
き
能
力
と
は

経
済
学
部
　
教
授

外
国
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

境さ
か
い

　
一か

ず

三み

慶應義塾の
外国語教育
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般
の
塾
生
に
と
っ
て
も
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を
習

得
す
る
意
味
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
言
葉

だ
け
で
は
な
く
、
欧
米
と
も
中
国
と
も
異

な
る
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
ベ
ー
ス
に
し
た
文
化

と
世
界
観
を
同
時
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
﹂

　

研
究
機
関
の
講
座
ら
し
く
、
ま
ず
は
文
法

を
き
ち
ん
と
学
ぶ
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
ま
す
。た
と
え
ば
文
献
講
読
の
授
業
で
は
、

12
世
紀
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
哲
学
書
を
テ
キ
ス

ト
に
、
ギ
リ
シ
ア
哲
学
が
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会

で
ど
う
咀
嚼
、
吸
収
さ
れ
た
の
か
を
探
り
な

が
ら
、
じ
っ
く
り
と
読
み
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

言
語
に
興
味
が
あ
り
、
英
仏
伊
語
も
学
ん

だ
と
言
う
鈴
木
康
太
君
（
経
済
学
部
・

２
０
１
３
年
３
月
卒
業
）
は
﹁
ア
ラ
ビ
ア
語

は
、
文
字
か
ら
西
洋
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
系

言
語
と
は
ま
っ
た
く

違
い
、
文
法
の
論
理
も

異
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

ん
な
言
語
の
成
り
立

ち
方
が
あ
る
の
か
と

驚
き
ま
し
た
。
少
人
数

　

言
語
文
化
研
究
所
は
、
世
界
の
諸
言
語
、

各
時
代
各
地
域
の
文
化
と
思
想
、
そ
し
て
言

語
学
・
言
語
理
論
の
研
究
を
目
的
と
す
る
義

塾
の
機
関
で
す
。
１
９
４
２
年
に
設
立
さ
れ

た
語
学
研
究
所
を
前
身
と
し
、
70
年
に
わ
た

り
言
語
・
文
化
研
究
の
拠
点
と
し
て
、
独
自

の
地
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
言
語
文
化
研
究
所
が
塾
生
を
対
象
に

開
講
し
て
い
る
の
が
︿
特
殊
講
座
﹀
で
す
。

ア
ラ
ビ
ア
語
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
語
、
ペ
ル
シ
ア

語
、
タ
イ
語
、ト
ル
コ
語
、カ
ン
ボ
ジ
ア
語
な

ど
の
一
般
の
学
部
レ
ベ
ル
で
は
な
じ
み
の
薄

い
言
語
や
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
、
へ
ブ
ル
語
、

古
代
エ
ジ
プ
ト
語
、
ア
ッ
カ
ド
語
な
ど
の
歴

史
的
な
言
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

専
任
所
員
の
野
元
晋
教
授
は
、﹁
ア
ラ
ビ

ア
語
基
礎
Ⅰ
・
Ⅱ
﹂
と
﹁
ア
ラ
ビ
ア
語
文
献

講
読
Ⅰ
・
Ⅱ
﹂
の
講
座
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
﹁
ア
ラ
ビ
ア
語
の
話
者
数
は
、
中
国
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
、
英
語
な
ど
に
次
ぐ
と
考
え
ら

れ
、
2
億
人
以
上
が
使
っ
て
い
ま
す
。
西
洋

言
語
に
比
べ
る
と
縁
遠
く
感
じ
ま
す
が
、
一

学
ぶ
機
会
の
少
な
い
言
語
や
歴
史
的
言
語
を
学
ぶ

言
語
文
化
研
究
所
の
特
殊
講
座
で
は
、
日
頃
接
す
る
こ
と
の
少
な
い
言
語
の
授
業
が
数
多
く
用
意
さ
れ
、

義
塾
の
言
語
教
育
の
幅
広
さ
と
、
文
化
に
も
踏
み
込
む
学
び
の
奥
深
さ
を
実
感
で
き
ま
す
。

言
語
文
化
研
究
所
の〈
特
殊
講
座
〉

経
済
学
部

（
２
０
１
３
年
３
月
卒
業
）

鈴す
ず

木き

康こ
う

太た

君

言
語
文
化
研
究
所
　

教
授野の

元も
と

　
晋し

ん

授
業
は
親
密
な
中
に
も
緊
張
感
が
漂
い
、
内

容
の
濃
い
時
間
で
す
﹂
と
話
し
ま
す
。

　

ア
ラ
ビ
ア
語
の
基
礎
講
座
履
修
者
は
年
に

よ
っ
て
20
～
40
名
ほ
ど
。
文
献
講
読
は
5
～

6
名
で
す
。
ア
ラ
ビ
ア
語
に
興
味
を
持
ち
、

日
吉
の
外
国
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
や
各
キ

ャ
ン
パ
ス
で
基
礎
授
業
を
受
け
た
後
に
履
修

す
る
塾
生
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

特
殊
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を
仕
事
に
活
か

し
た
り
、
研
究
者
に
な
る
人
も
い
ま
す
が
、

純
粋
に
”未
知
の
言
語
を
学
ぶ
こ
と
“
を
楽

し
ん
で
い
る
塾
生
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

言語文化研究所  URL  http://www.icl.keio.ac.jp　 ※ 2013 年 1 月取材
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﹁
き
っ
か
け
は
政
治
で
も
、
文
学
・
民
話
・

音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
で
も
、
な
ん
で
も
い
い
の

で
す
。
ロ
シ
ア
は
西
欧
と
は
ま
た
異
な
る
、

独
特
の
魅
力
を
持
つ
国
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
ロ

シ
ア
語
を
学
ん
で
、
ロ
シ
ア
の
こ
と
を
よ
り

知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
﹂

　

運
営
は
法
学
部
の
ロ
シ
ア
語
イ
ン
テ
ン
シ

ブ
コ
ー
ス
（
２
年
）
が
担
当
し
、
そ
の
運
営

メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
、
中
島
正
暢
君
は
、﹁
ロ

シ
ア
語
を
学
ぶ
人
は
、
ド
イ
ツ
語
や
フ
ラ
ン

ス
語
、
中
国
語
な
ど
に
比
べ
て
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ロ
シ
ア
語
ク
イ
ズ
や
カ
チ
ュ
ー
シ

ャ
の
合
唱
を
通
じ
て
打
ち
解
け
、
ク
ラ
ス
や
学

部
を
超
え
て
、
ロ
シ
ア
語
を
学
ぶ
仲
間
意
識
が

生
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
﹂

　

中
島
君
の
ロ
シ
ア
語
を
学
ぶ
き
っ
か
け

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
を
ソ
チ
で
観
戦
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
。

今
は
ロ
シ
ア
語
の
W
e
b
サ
イ
ト
で
大
会
の

生
中
継
を
見
た
り
、
プ
ル
シ
ェ
ン
コ
選
手
な

ど
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
読
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

　
﹁
文
法
を
覚
え
る
の
は
大
変
で
し
た
が
、
濁

音
の
多
い
ロ
シ
ア
語
の
音
・
語
感
に
魅
力
を
感

じ
ま
し
た
。
将
来
は
商
社
で
ロ
シ
ア
の
天
然

ガ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
る

の
で
、
語
学
力
は
就
職
に
有
利
で
し
ょ
う
﹂

　

熊
野
谷
専
任
講
師
が
ロ
シ
ア
語
を
学
ん
だ

き
っ
か
け
は
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
以
降
の
変
動

す
る
ソ
連
社
会
を
見
て
み
た
い
と
思
っ
た
こ

と
だ
そ
う
で
す
。

　

２
０
１
２

年
12
月
15
日

に
日
吉
キ
ャ

ン
パ
ス
来
往

舎
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
ス
ペ
ー
ス
で
、
３
回
目
の
ロ
シ
ア
語

フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
外

国
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
、
熊
野
谷
葉
子

法
学
部
専
任
講
師
は
、﹁
言
語
は
使
う
機
会
、

話
す
機
会
が
多
い
ほ
ど
覚
え
る
も
の
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
、
英
語
以
外
の
外
国
語
は
、

留
学
や
旅
行
以
外
に
、
使
う
機
会
が
多
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
歌

や
お
芝
居
な
ど
で
ロ
シ
ア
語
を
人
前
で
使
っ

て
み
る
こ
と
と
、
ロ
シ
ア
語
を
学
ぶ
塾
生
と

既
習
者
生
と
教
員
と
が
縦
横
に
交
流
す
る
場

を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
﹂
と

話
し
ま
す
。

　

法
学
部
に
加
え
、
新
た
に
文
学
部
、
理
工

学
部
の
ロ
シ
ア
語
履
修
生
も
参
加
し
た
今
回

の
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
学
部
を
超
え
た
交
流
も

始
ま
り
、
留
学
経
験
者
や
卒
業
生
、
ロ
シ
ア

語
の
塾
内
外
の
関
係
者
な
ど
も
駆
け
つ
け
、

約
90
名
が
参
加
す
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

学
部
を
超
え
て
、ロ
シ
ア
語
を
学
ぶ
塾
生
が
集
合

ロ
シ
ア
語
フ
ェ
ス
タ
＠
日
吉

法
学
部
法
律
学
科 

３
年

中な
か

島じ
ま

正ま
さ

暢の
ぶ

君

法
学
部
　
専
任
講
師

熊く
ま

野の

谷や

葉よ
う

子こ

慶應義塾の
外国語教育

ロシアに関するクイズに参加（上）。
法学部 1 年インテンシブコース生による
ロシア民話「かぶ」の劇（右）。おばあさん、
孫娘、犬や猫が一列になっても “Тянут
-потянут,  вытянуть  не   могут.”

（引っぱっても引っぱっても抜けない）
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ア
ー
ヘ
ン
工
科
大
学
以
外
に
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
短
期
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
慶
應
義
塾
国
際
セ
ン
タ
ー
や
各
学
部

主
催
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
参
加

者
は
、
年
間
で
5
0
0
名
近
く
に
の
ぼ

り
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
2
0
0
名
を
上

回
る
学
生
が
海
外
留
学
を
し
て
い
ま

す
。
協
定
大
学
へ
の
一
学
年
間
大
学
生

活
を
体
験
す
る
交
換
留
学
制
度
を
利
用

す
る
学
生
が
多
い
ほ
か
、
奨
学
金
や
私

費
で
留
学
す
る
学
生
も
い
ま
す
。

　

海
外
研
修
や
留
学
を
考
え
て
い
る
学

生
は
、
自
身
の
目
的
に
合
わ
せ
て
、
期

間
や
費
用
な
ど
を
比
較
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
情
報
収
集
に
は
【
留
学

説
明
会
、
留
学
フ
ェ
ア
（
P
35
参
照
）】

も
有
効
で
す
。

　

一
方
、
受
入
留
学
生
は
、
約

1
2
0
0
名
で
す
。
お
お
よ
そ
の
内
訳

は
、
学
部
生

が
40
％
、
大

学
院
生
が
45

％
で
、別
科
・

日
本
語
研
修

課
程
や
国
際

セ
ン
タ
ー
に

所
属
す
る
者

が
15
％
で

す
。
学
部
で

理
工
学
部
の
ア
ー
ヘ
ン
工
科
大
学
夏
季
講
座

２
０
０
７
年
に
始
ま
っ
た
ド
イ
ツ
の
ア
ー
ヘ
ン
工
科
大
学
夏
季
講
座
は
、
ド
イ
ツ
語
に
加
え
、
将
来
の
学
生

の
研
究
交
流
を
視
野
に
入
れ
た
体
験
学
習
（
英
語
）
も
で
き
る
理
工
学
部
独
自
の
在
外
研
修
で
す
。

　

ア
ー
ヘ
ン
工
科
大
学
夏
季
講
座
は
、
夏
休

み
に
実
施
す
る
約
3
週
間
の
海
外
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
毎
年
15
～
20
名
が
参
加
し
ま
す
。

ま
た
﹁
ド
イ
ツ
語
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
在

外
研
修
﹂
の
科
目
を
履
修
申
請
で
き
ま
す
。

　

ア
ー
ヘ
ン
工
科
大
学
は
、
約
3
万
人
が
学
ぶ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
有
数
の
工
科
大
学
で
あ
り
、
理

工
学
部
と
は
50
年
以
上
の
交
流
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
参
加
し
た
山
田
貴
大
君
（
理
工
学
部

生
命
情
報
学
科
3
年
）
は
、﹁
午
前
中
は
ド

イ
ツ
語
に
よ
る
ド
イ
ツ
文
化
研
修
、
午
後
は

英
語
に
よ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
入
門
講
座

で
す
。
一
人
ひ
と
り
に
、
現
地
の
学
生
が
付

い
て
く
れ
る
の
で
、
お
し
ゃ
べ
り
を
通
じ
て

仲
良
く
な
れ
た
上
、
ド
イ
ツ
語
と
英
語
、
両

方
の
会
話
能
力
が
向
上
し
ま
し
た
。週
末
は
、

み
ん
な
と
野
山

を
散
策
し
、
博

物
館
な
ど
を
回

り
ま
し
た
。
今

も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
連

絡
を
取
り
合
っ

て
い
ま
す
﹂
と

楽
し
そ
う
に
話

し
ま
す
。

　

山
田
君
は
慶
應
義
塾
高
等
学
校
で
ド
イ
ツ

語
を
学
び
始
め
、
大
学
入
学
後
は
理
工
学
部

の
授
業
の
ほ
か
に
外
国
語
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー
設
置
授
業
な
ど
合
計
週
7
コ
マ
も
ド
イ
ツ

語
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　
﹁
夏
季
講
座
で
は
、
心
態
詞
と
い
う
、
日

本
語
で
言
え
ば﹃
…
…
だ
よ
ね
﹄
の
よ
う
な
、

会
話
で
無
意
識
に
使
う
表
現
を
学
び
、
生
き

た
ド
イ
ツ
語
の
勉
強
が
で
き
ま
し
た
﹂

　

午
後
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
講
座
で
は
、

工
場
を
擁
す
る
ほ
ど
充
実
し
た
自
動
車
関
連

の
研
究
施
設
が
機
械
工
学
科
の
学
生
を
喜
ば

せ
た
ほ
か
、
化
学
、
物
理
、
生
物
学
の
講
義

も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

アーヘン工科大学作成の分厚い講義
資料ファイル。スケジュール（写真）
ほか現地担当教員の紹介ページもあ
る。宿泊は大学のゲストハウスや大
学の用意した宿舎など、きめ細かな
受け入れ体制が整っている。

留学生ガイダンス（2012 年 9 月・三田）

受 入 留 学 生 派 遣 留 学 生
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は
商
学
部
の
留
学
生
数
が
最
も
多
く
、

大
学
院
で
は
理
工
学
研
究
科
が
最
多
。

出
身
地
域
は
、
約
8
割
が
ア
ジ
ア
、
約

1
割
が
欧
州
で
す
。
塾
生
専
用
の
寮
や

宿
舎
に
暮
ら
す
留
学
生
も
多
く
、
日
本

人
の
寮
生
と
の
交
流
も
盛
ん
で
す
。

　
﹁
発
見
さ
れ
た
ば
か
り
の
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子

に
つ
い
て
、研
究
チ
ー
ム
の
研
究
者
か
ら
直
接

教
わ
っ
た
ほ
か
、最
新
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な

ど
興
味
深
い
授
業
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
﹂

　

将
来
は
生
物
分
野
の
研
究
で
渡
独
す
る
夢

を
持
つ
山
田
君
に
と
っ
て
、
有
益
な
夏
季
講

座
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

慶應義塾の
外国語教育

　
﹁
卒
業
後
に
海
外
で
の
就
労
や
研
究
を
希

望
す
る
人
だ
け
で
な
く
、
外
国
人
の
患
者
さ

ん
が
増
え
て
い
る
日
本
の
病
院
に
お
い
て

も
、
看
護
師
の
英
語
力
は
重
要
で
す
﹂。
そ

う
語
る
の
は
、
看
護
医
療
学
部
で
「
看
護
医

療
の
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
」
の
授
業
を
担
当
す
る
ト

ー
マ
ス
・
ハ
ー
デ
ィ
准
教
授
。
さ
ら
に
患
者

さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
役
立

つ
”癒
し
の
英
語
“
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

大
切
だ
と
言
い
ま
す
。

　
﹁
病
気
や
怪
我
を
す
れ
ば
誰
で
も
不
安
な

も
の
で
す
。
ま
し
て
や
外
国
で
そ
の
よ
う
な

状
況
に
直
面
す
れ
ば
、心
細
さ
は
な
お
さ
ら
。

そ
ん
な
外
国
人
の
患
者
さ
ん
を
安
心
さ
せ
る

癒
し
の
英
語
表
現
を
学
ぶ「
看
護
医
療
の
英
語
」

高
い
専
門
性
と
倫
理
観
を
備
え
た
医
療
人
を
育
成
す
る
看
護
医
療
学
部
。
そ
の
教
育
は
、
看
護
知
識
・
技
術

の
習
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、
医
療
現
場
な
ら
で
は
の
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

看
護
医
療
学
部 

２
年

掛か
け

川が
わ

奈な

光み

子こ

君

看
護
医
療
学
部
　
准
教
授

ト
ー
マ
ス・ハ
ー
ディ

に
は
、
看
護
師
が
患
者
さ
ん
と
の
文
化
や
習

慣
の
”違
い
“
を
認
識
し
、
そ
の
上
で
積
極

的
に
話
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
人
は
そ
れ
ぞ

れ
違
う
と
い
う
こ
と
が
広
く
理
解
さ
れ
て
い

る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
看
護
師
は
患
者
さ
ん
に

話
し
か
け
、
悩
み
や
訴
え
を
う
ま
く
聞
き
出

し
ま
す
。
こ
の
癒
し
の
会
話
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
の
で
す
﹂

　

履
修
生
の
掛
川
奈
光
子
君
は
、
日
本
語
と

は
違
う
、
英
語
ら
し
い
表
現
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
学
べ
る
と
言
い
ま
す
。

　
﹁
ク
ラ
ス
は
5
名
の
少
人
数
。
各
人
が
患

者
さ
ん
、
医
師
、
看
護
師
な
ど
の
役
割
を
演

じ
る
ス
キ
ッ
ト
（
寸
劇
）
で
授
業
を
進
め
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
は
不
安
で
い

っ
ぱ
い
な
方
や
、頑
固
な
方
な
ど
千
差
万
別
。

ま
ず
は
傾
聴
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
が
、
患

者
さ
ん
の
心
を
解
き
ほ
ぐ
す
た
め
、
ま
た
医

師
や
同
僚
と
情
報
を
共
有
す
る
た
め
に
は
ど

ん
な
表
現
が
的
確
か
、
自
分
で
考
え
て
英
語

で
会
話
を
し
ま
す
。
表
情
や
声
の
ト
ー
ン
も

意
識
し
、
時
に
は
ジ
ョ
ー
ク
も
入
れ
て
語
り

か
け
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
﹂

理
工
学
部

生
命
情
報
学
科 

３
年

山や
ま

田だ

貴た
か

大ひ
ろ

君

　
好
き
な
ド
イ
ツ
語
は『D

enke nicht so oft an das,
w
as dir fehlt, sondern an das, w

as du hast.

（
自
分
に
何
が
欠
け
て
い
る
の
か
で
は
な
く
、
何
を

持
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
よ
）』（
第
16
代
ロ
ー
マ
皇

帝
マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
・
ア
ン
ト
ニ
ヌ
ス
）


